
盤甦
霧鞍・

成人式
　1月15日㈲、総合文化会館ピピアにおいて、

成人式が行われました。

　出席した149名は、大雪の中での成人式
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謬　　今年も購・繋属税や勝得税
霧など所得の轄をしていただ
》

馨　く時期になり蒙した。

奪　　申告の期間は2湾霜8から
ゆ

’〉　3購循臼までです．申告期限
ノ　

3　が問近になると、大変混み合

君　いますので、なるべく予定さ
ずずへ

5　酸た相談8に串告されますよ
ゆ

鷺　うお願いし葦す。

ノ

〆鄭受避 ／1｝：臓薩飛飛愈飛愈愈魚食轟魚愈飛漁、魚魚鼻、燈

町
・
県
民
税
申
告
の

　
　
　
　
　
　
必
要
な
か
た

　
平
成
十
年
一
月
一
日
現
在
、
町
に
住

所
が
あ
り
、
平
成
九
年
中
に
所
得
が
あ

っ
た
か
た
は
、
申
告
が
必
要
で
す
。

　
た
だ
じ
、
確
定
申
告
を
し
た
か
た
、

収
入
が
公
的
年
金
の
み
の
か
た
、
給
与

所
得
だ
け
で
勤
務
先
か
ら
給
与
支
払
報

告
書
が
町
へ
送
ら
れ
て
い
る
か
た
は
申

告
の
必
要
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　
な
お
、
今
年
十
八
歳
に
な
っ
た
か
た▲昨年の申告相談

や
、
平
成
九
年
中
に
町
へ
転
入
さ
れ
た

か
た
は
、
申
告
用
紙
を
お
送
り
し
ま
す

の
で
、
申
告
書
の
提
出
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

※
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
場

合
は
所
得
の
な
い
か
た
で
も
、
申
告
を

お
願
い
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

所
得
税
・
確
定
申
告
の

　
　
　
　
　
　
必
要
な
か
た

　
事
業
を
し
て
い
る
か
た
や
不
動
産
収

入
、
年
金
収
入
な
ど
が
あ
る
か
た
で
平

成
九
年
中
の
所
得
金
額
の
合
計
額
が
、

基
礎
控
除
、
配
偶
者
控
除
、
扶
養
控
除

な
ど
の
所
得
控
除
の
合
計
額
を
超
え
る

か
た
は
申
告
が
必
要
で
す
。

　
ま
た
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
か
た
で
も

つ
ぎ
の
要
件
に
該
当
す
る
か
た
は
、
確

定
申
告
が
必
要
で
す
。

◎
給
与
の
年
収
が
、
二
千
万
円
を
超
え

　
る
か
た
。

◎
給
与
所
得
や
退
職
所
得
以
外
の
所
得

　
金
額
の
合
計
額
が
二
十
万
円
を
超
え

　
る
か
た
。

◎
給
与
を
二
ヵ
所
以
上
か
ら
支
給
さ
れ

　
て
い
る
か
た
。

申
告
に
必
要
な
も
の

◎
申
告
書

◎
印
か
ん
・
本
人
名
義
の
通
帳
番
号

◎
平
成
九
年
中
の
所
得
金
額
が
証
明
さ

　
れ
る
も
の

◎
国
民
年
金
、
国
民
健
康
保
険
や
生
命

　
保
険
、
損
害
保
険
な
ど
の
支
払
っ
た

ち

　
証
明
書

◎
医
療
費
控
除
を
受
け
る
か
た
は
、
医

療
費
の
領
収
書

◎
寄
付
金
控
除
を
受
け
る
か
た
は
、
平

　
成
十
年
一
月
一
日
現
在
に
お
け
る
住

　
所
地
の
都
道
府
県
共
同
募
金
会
・
日

　
赤
支
部
・
市
町
村
発
行
の
領
収
書

◎
障
害
者
の
か
た
（
扶
養
者
を
含
む
）

　
は
、
身
体
障
害
者
手
帳
ま
た
は
、
み

　
ど
り
の
手
帳

◎
学
生
の
か
た
は
、
学
生
証
ま
た
は
在

学
証
明
書

◎
そ
の
他
、
機
械
化
集
団
な
ど
へ
の
支

　
払
証
明
書

申
告
す
る
と
斬
得
税
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な

　
壁
疋
申
告
を
す
る
必
要
の
な
い
か
た

で
も
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
か
た
は
壁
疋
申

告
を
す
る
と
、
源
泉
徴
収
さ
れ
た
所
得

税
が
還
付
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

◎
住
宅
ロ
ー
ン
な
ど
を
利
用
し
て
マ
イ

　
ホ
ー
ム
を
取
得
し
た
り
、
増
改
築
な

　
ど
を
し
た
か
た
。

◎
多
額
の
医
療
費
を
支
払
っ
た
か
た
。

◎
年
の
途
中
で
退
職
し
、
そ
の
後
就
職

　
し
な
か
っ
た
た
め
に
年
末
調
整
を
受

　
け
な
か
っ
た
か
た
。
　
（
所
得
税
を
支

　
払
っ
た
こ
と
が
記
載
さ
れ
て
い
る
源

　
泉
徴
収
票
が
必
要
）

　
還
付
を
受
け
ら
れ
る
か
た
は
、
金
融

機
関
の
預
貯
金
口
座
へ
の
振
り
込
み
が

便
利
で
す
の
で
、
申
告
者
名
義
の
預
貯

金
口
座
番
号
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

（2）
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申
告
書
は
、
　
「
所
得
税
の
確
疋
申
告

の
手
引
き
」
や
「
申
告
書
の
書
き
か
た
」

を
参
考
に
し
て
、
で
き
る
だ
け
ご
自
分

で
書
い
て
く
だ
さ
い
。

　
　
鵯
こ

駁

　
還
付
申
告
に
つ
い
て
、
広
報
一
月
号

や
税
務
署
か
ら
の
チ
ラ
シ
で
お
知
ら
せ

し
ま
し
た
が
、
所
得
が
給
与
所
得
の
み

の
か
た
で
住
宅
取
得
等
特
別
控
除
、
医

療
費
控
除
を
受
け
る
か
た
は
な
る
べ
く

二
月
二
日
・
四
日
の
還
付
申
告
会
場
（
熊

谷
市
立
勤
労
会
館
）
で
申
告
を
行
っ
て

く
だ
さ
い
。
な
お
、
住
宅
取
得
等
特
別

控
除
を
受
け
た
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
か
た

は
、
二
年
目
以
降
は
年
末
調
整
で
控
除

が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
公
的
年
金
の
み
の
か
た
で
、

源
泉
徴
収
さ
れ
て
い
る
か
た
に
つ
い
て

も
還
付
申
告
説
明
会
を
二
月
九
日
に
熊

谷
市
立
勤
労
会
館
で
行
い
ま
す
。

、
喜呈

　所得税、町・県民税は、自分の

所得の状況を最もよく知っている

みなさんが、税法に従って自分の

所得と税額を正しく計算して申告、

納税するという「申告納税制度」を

採用しています。

　申告しなければならないかたが

申告しなかったり、誤った申告を

したりしますと、後で不足の税金

を納めるだけでなく、不足額の15

％または10％の加算税が課され、

さらに延滞税も納めなければなら

ないことになります。

（農業・給与所得者）

月日（曜日） 該当地区 会　場

2月16日（月）
小江川・須賀広

町民体育館

二階会議室

費36－1521

（内線350）

2月17日（廻

2月18日㈱ 小江川・野原

2月19日休）

板井・塩
2月20日㈹

2月23日（月）

押切・中央2月24日（火）

2月25日困

2月26日休）

押切・上新田・柴
2月27日㈹
3月2日（月）

成沢・三本・千代3月3日（火）

3月4日㈱

3月5日休）

樋春・御正新田
3月6日㈹

3月9日（月〉

3月10日（火）

3月11日困 町内全域
※受付時間…午前9時より11時30分・午後1時より4時

●
町
・
県
民
税
関
係

●
役
場
税
務
課

盈
三
六
－
一
五
二
　
内
線
撒
・
堀

●
所
得
税
関
係

●
熊
谷
税
務
署
　
實
二
－
二
九
〇
五

●
熊
谷
税
務
相
談
室

　
　
　
　
　
　
智
二
四
－
七
九
六
一

　
確
定
申
告
の
時
期
に
な
り
ま
す
と
、

税
金
の
申
告
手
続
き
な
ど
を
税
理
士
に

依
頼
さ
れ
る
か
た
が
多
く
な
り
ま
す
が
、

そ
の
際
に
は
正
規
の
税
理
士
か
ど
う
か

税
理
士
証
票
な
ど
で
よ
く
確
か
め
て
く

だ
さ
い
。

　
納
税
者
の
依
頼
に
よ
る
税
務
代
理
、

税
務
書
類
の
作
成
、
税
務
相
談
は
、
税

理
士
し
か
で
き
ま
せ
ん
。

　
と
こ
ろ
が
、
確
定
申
告
の
時
期
に
は
、

税
務
書
類
の
作
成
な
ど
を
税
理
士
に
依

頼
さ
れ
る
か
た
が
多
い
こ
と
に
便
乗
し

て
、
税
理
士
資
格
の
な
い
人
が
申
告
書

の
作
成
な
ど
を
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
「
に
せ
税
理
士
」
は
、

法
律
に
違
反
す
る
だ
け
で
な
く
、
依
頼

し
た
か
た
に
迷
惑
を
か
け
る
結
果
に
な

る
こ
と
が
多
い
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

　
平
成
九
年
度
熊
谷
税
務
署
管
内
、
中
学
生
の
税
に
関
す
る
標
語
が
募
集
さ
れ
、
応

募
三
十
校
、
七
、
二
九
七
点
の
中
か
ら
、
江
南
中
学
校
の
つ
ぎ
の
生
徒
の
作
品
が
優

秀
作
品
と
し
て
入
選
し
、
十
一
月
二
十
八
日
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

納
税
で
　
か
が
や
く
明
日
の
　
街
づ
く
り

納
税
は
　
未
来
へ
つ
な
ぐ
　
橋
渡
し

今
日
も
ま
た
　
ど
こ
か
で
税
金
　
や
く
に
た
ち

税
金
は
　
未
来
の
町
の
　
基
礎
づ
く
り

税
金
は
　
く
ら
し
を
豊
か
に
　
す
る
し
げ
ん

税
金
は
　
明
日
の
日
本
の
　
ス
タ
ミ
ナ
源

江江江江江江
南南南南南南
中中中中中中

年年年年年年

川
島
俊
浩
さ
ん

神
田
　
裕
二
さ
ん

　
　
　
ち
は
る

長
谷
川
智
春
さ
ん

伊
舟
城
香
さ
ん

吉
田
　
裕
道
さ
ん

金
子
　
　
睦
さ
ん

（3〕



　
　
　
築
麗
・
［
・
㌧
・
、

、
藩
麓

　
市
町
村
交
通
災
害
共
済
は
、
み
な
さ

ん
が
会
費
を
出
し
あ
い
交
通
事
故
に
よ

っ
て
死
亡
し
た
り
、
け
が
を
し
た
と
き

見
舞
金
を
お
支
払
い
す
る
相
互
扶
助
制

度
で
す
。

　
町
に
お
い
て
は
、
昨
年
四
月
か
ら
十

二
月
ま
で
の
間
に
、
三
十
二
人
の
か
た

に
合
計
三
百
二
十
四
万
五
千
円
の
見
舞

金
が
支
給
さ
れ
ま
し
た
。

　
現
在
、
町
で
は
七
千
百
二
十
一
名
の

か
た
が
加
入
し
て
お
り
ま
す
が
、
三
月

三
十
一
日
で
期
間
満
了
と
な
り
ま
す
の

で
、
来
年
度
の
申
し
込
み
を
二
月
二
日

よ
り
受
付
け
ま
す
。

　
加
入
の
申
込
み
を
さ
れ
る
場
合
は
、

申
込
用
紙
に
加
入
さ
れ
る
か
た
の
氏
名

等
必
要
事
項
を
記
入
し
、

①
区
長
さ
ん
を
通
し
て
申
し
込
む

②
直
接
役
場
総
務
課
窓
口
ま
た
は
郵
便

　
局
窓
口
で
申
し
込
む

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
な
お
、
申
込
用
紙
が
な
い
時
は
、
役

場
総
務
課
窓
口
に
あ
り
ま
す
。
　
（
郵
便

局
窓
口
に
は
申
込
用
紙
は
置
い
て
あ
り

ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
）

聡罫

て
　
著

〇
一
般
…
…
…
…
…
…
・
…
…
九
百
円

　
（
昭
和
五
十
八
年
四
月
一
日
以
前
に

　
　
生
ま
れ
た
か
た
）

o
中
学
生
以
下
…
…
…
…
・
…
五
百
円

　
（
昭
和
五
十
八
年
四
月
二
日
以
後
に

　
　
生
ま
れ
た
か
た
）

　
平
成
十
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
十
一

年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
一
年
間
（
中

途
加
入
の
場
合
は
、
会
費
を
納
入
し
た

日
の
翌
日
か
ら
三
月
三
十
一
日
ま
で
）

で
す
。

①
町
内
在
住
で
、
住
民
基
本
台
帳
に
登

　
録
さ
れ
て
い
る
か
た
（
外
国
人
登
録

　
者
も
含
み
ま
す
）

②
①
の
被
扶
養
者
で
あ
り
、
修
学
の
た

　
め
町
外
に
転
出
し
て
い
る
か
た

①
日
本
国
内
の
道
路
上
に
お
け
る
自
動

　
車
、
単
車
、
自
転
車
に
乗
っ
て
い
て
、

　
衝
突
接
触
、
転
落
、
転
覆
し
た
事

　
故
や
、
歩
い
て
い
て
こ
れ
ら
の
車
両

　
に
は
ね
ら
れ
た
り
、
ひ
か
れ
た
り
し

　
た
事
故

②
踏
切
道
に
お
け
る
電
車
な
ど
の
接
触
、

　
衝
突
、
そ
の
他
の
事
故

、
嵐

コ
、
㌧

加
入
後
に
お
け
る
請
求
方
法
に
つ
い

て
は
、
必
ず
各
家
庭
に
配
布
さ
れ
る
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
を
よ
く
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
請
求
に
必
要
な
申
請
用
紙
は

役
場
に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。

　
く
わ
し
く
は
、
役
場
総
務
課
交
通
災

害
共
済
係
ま
で
お
間
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。　

智
三
六
－
一
五
二
一

　
　
　
　
　
　
　
内
線
二
二
六

口

0

2

6

1

3

1

3　　　　　　　　3
　　　　　　　　2

0

ー
0
9
8
7
6
5
4
3
2

百
　
万

一
一
十
万

十
七
万

十
四
万

十
一
万

八五三二

万万万万万万万万万
円円円円円円円円円

一
万
五
千
円

一
　
万
　
円

見
　
舞
　
金

※太枠のみボールペ1

　　領収証
　（埼玉県市町村交過災喜共済加

展
緬
の
内
容
を
必
す
お
続
み
く
た
さ
い
、

本
票
は
加
入
者
旺
と
な
り
ま
す
の
で
大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
、

郵団損替ロ座書簿 00　160－7－96　l　O　37

茄　入　者　名 埼玉県市町村交通災害共済組合収入投

埼玉県祠村交通災害共済組合管理纒

　　　　　　　　　　　干．　　百　　　十　　　円

金　額　￥　3ユー0　0
納
入
者
住
所

煙融癬中央H番地
電話（o牛8ヲ）3占　一碕ユ1

加入者氏名 性別 一般
中学生

以下
生年月日

1 ラエ1却負 女
円 円

5
0
0

明・大　　平

≧　・’0・ぬ

2 げ花｝ 男
円
5
0
0

明・大　　平

30・ξ・4

3 〃　一ゑ 女
円 円

5
0
0

明・大　　平

蛉・7・拓

4 ・　恵3 男
円
9
D
O

円
5
0
0

明・大　　平

6ユ3・8

5 男・女
円
g
o
o

円
5
0
0

明・大・昭・平

6 男・女
円
9
0
0

円
500

明・大・昭・平

7 男・女
円
9
0
0

円
5
D
O

明・大・昭・平

上記の金額を傾収しました。

納付場所

東京都、山梨県及び関東各県

所在の郵硬局

領収日付印

主管名　　埼玉県市町村交通災害共済組合　048（824）1174

又イ主静憐拡亀・熊翻3
　ゆち“記入しマくゼ」い・

！込書兼会員台帳（組合提出）1．

鋭入イ多

様式第1号

住所・電話番号は→
必ず記入してくだ
さい。

峰観・ヰ
記》、レ章いτ’

くtヲ塊い．

氏名・性別・生年月一う

日を記入のうえ、

該当欄をCで囲ん

でください。

埼玉県市町村交通災害共済加入申込器難台帳1＿助鷹

住
　
所 シエ南町牲H　嚢

マ．翌．獄．．．二血．工．ヒ．．．．鷲．煙．＿．．． ．㌶鵡．．．量、．．．．． ．会．員、．煙．螢．蚤．．量、、

江南本ゑ 36一／ポユ

加入者氏名
㊧1 ㊧2

生年月日
会員番号

注意事項

1．性別・一般・中学生以下の欄は該当にQ

　印をっけて下さい。

2．生年月日は

　中学生以下（紹和5麻明2日以後生まれ）

　の方だけ記入して下さい。

性別 一般
中戦
以下

1⊇Σ1太該 女 0
円
5
D
D

明・大・昭・平

2 ”艇｝ 男

円
5
0
0

明・大・昭・平

3 ’ノー該 女 goo

円
5
0
0

明・大・昭・平

4 ・再多 男・
900 5DO

明・大　　　平

6ユ’3’8
　　般
900円 3　人ユ700円5 男・女

円
9
0
0

円
5
0
0

明・大・昭・平

6 男・女

円
9
0
0

円
5
0
0

明・大・昭・平 中学生以下

　500円 1　人 与OD円

7 男・女

円
9
0
0

円
5
0
0

明・大・昭・平
合　　　計

4　人 3ユ00円

共済期間　　平成10年4月1日から平成11年3月31日まで 平成　　　年　　　月　　　日領収

太
線
の
中
の
み
ご
記
入
く
だ
さ
い

←押卸
　　しないでくfげさし

※会員証裏面の記載事項を承認の上申込みます。

市町村
取扱者印

埼玉県市町村交通災害共済組合御中

※iイ1収II付t’1耳のないもσ）は∫賭勤で寸

この用紙は郵便局窓口で申し込む場合のみ

使用してください。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（4

●

ち



　現在市外局番0485を使用している電話等の番号が、電話の加入者

増等に伴い、番号容量を拡大する目的で、平成11年7月20日から下記の

とおり変更となります。

　なお、平成11年7月20日以降、市内通話を行う場合には、現在の市内

局番の前に「5」を付けてダイヤルする必要がありますので、注意して

ください。

　　　　　　　　　　　（市外局番）　（市内局番）（加入者番号）

　現　 在0485一△△一〇〇〇〇

平成11年7月20日から048　－5△△一〇〇〇〇

※なお、市外局番が048となりますが、市内局番でかけられる地域は、

番号変更対象地域だけとなります。

熊谷市・北本市・行田市・鴻巣市・羽生市・深谷市・大里郡（大里

村・妻沼町の一部を除く）・北足立郡吹上町・北埼玉郡川里村・南河

原村

また、不明な点等ありましたら、

郵政省関東電気通信監理局電気通信事業課盈03－3243－8633まで

2月の当番日 指定工事店名 電話番号

1　●　6　・11　●16●21　●26 ㈲笠原設備工業所 36－3662

2　●　7　●　12　●　17　●22　●　27 ㈲松　本　設　備 36－5177

3　・　8　・13・18・23・28 ㈲加藤ポンプ店 36－0310

4　　・　9　　。　14　●　19　●　24 ㈱光　栄　建　設 36－1052

5　　●　10　●　15　●　20　●　25 ㈱コ　バ　ヤ　シ 36－1206

水道の故障・修理は、

水道工事を施工した

指定工事店または、

当番の指定工事店へ

お願いしてください。

（5）



お知らせとお願い

役場庁舎新築工事のため、役場内の駐車スペースが少なくなりますので、満車

の場合は、下図の来庁者用駐車場をご利用ください。町民の皆様には、工事中

何かとご迷惑をおかけしますが、ご理解とご協力をよろしくお願いいたします。

また、複合施設、（保健センター、勤労福祉センター、議会）に用事のある方は、

複合施設前の駐車場をご利用下さい。φ

ル　
　
ご

6▽

o□己□脚回o

鳶
ψ役場庁舎

？
’

駐
車
場
　
　
口

　
　
　
　
入

　
　
　
　
出

Eコ［正コ

／乙

乃

新庁舎
工事現場

複合施設

　
　
。
o

□

出入ロ

工事事務所
来庁者用

駐車場

駐　車　場

］］

コ
原谷公園

（6）

　
三
月
一
日
（
日
）
か
ら
三
月
七
日
（
土
）

ま
で
の
一
週
間
、
全
国
一
斉
に
春
の
火

災
予
防
運
動
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
　
（
車

両
・
林
野
も
同
時
期
で
す
）

　
こ
の
季
節
は
、
特
に
空
気
が
乾
燥
し
、

風
の
強
い
日
が
多
く
、
ち
ょ
っ
と
し
た

油
断
か
ら
思
わ
ぬ
大
火
と
な
る
恐
れ
が

あ
り
ま
す
。

　
皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り
の
注
意
で
尊
い

人
命
や
財
産
を
火
災
か
ら
守
り
ま
し
ょ

う
。　

ま
た
、
昨
年
熊
谷
地
区
消
防
組
合
管

内
に
発
生
し
た
火
災
件
数
は
八
十
一
件

で
、
前
年
に
比
べ
四
件
の
減
少
で
す
。

　
ま
た
、
火
災
に
よ
る
死
者
は
六
名
で

す
。
な
お
、
火
災
原
因
で
は
、
第
一
位

が
放
火
で
十
九
件
、
第
二
位
が
た
ば
こ

で
十
三
件
、
第
三
位
が
放
火
の
疑
い
で

九
件
で
す
。

　
こ
れ
ら
の
火
災
原
因
は
、
皆
さ
ん
の

日
頃
の
注
意
や
、
そ
の
努
力
に
よ
り
防

止
で
き
る
も
の
と
思
い
ま
す
。

　
火
災
予
防
運
動
の
重
点
目
標
は
次
の

と
お
り
で
す
。

一
、
住
宅
防
火
対
策
の
推
進

二
、
地
域
に
お
け
る
防
火
安
全
体
制
の

　
　
充
実

三
、
特
定
防
火
対
象
物
に
お
け
る
防
火

　
　
安
全
対
策
の
徹
底

ち

　火

の
用
心
　
七
つ
の
ポ
イ
ン
ト

一
、
家
の
ま
わ
り
に
燃
え
や
す
い
も
の

　
を
置
か
な
い
。

二
、
寝
た
ば
こ
や
、
た
ば
こ
の
投
げ
捨

　
　
て
を
し
な
い
。

三
、
天
ぷ
ら
を
揚
げ
る
と
き
は
、
そ
の

　
場
を
離
れ
な
い
。

四
、
風
の
強
い
と
き
は
、
た
き
火
を
し

　
な
い
。

五
、
子
供
に
は
、
マ
ッ
チ
や
ラ
イ
タ
ー

　
　
で
遊
ば
せ
な
い
。

六
、
電
気
器
具
は
正
し
く
使
い
、
た
こ

　
足
配
線
は
し
な
い
。

七
、
ス
ト
ー
ブ
に
は
、
燃
え
や
す
い
も

　
　
の
を
近
づ
け
な
い
。

　　1　嬉・



トピツ’7ス 身近かな話題、ホツトなニュース：をお寄せください。

繋
轟 庁舎新築工事安全祈願祭

　役場庁舎新築工事に伴う安全祈願祭力乳

1月16日（月）に行われました。

　当日は、町長をはじめ関係各位のご参

列により、おごそかに新築工事の安全が

祈願されました。

　工事期間中は、町民の皆様には大変ご

迷惑をおかけいたしますが、ご理解とご

協力をよろしくお願いいたします。

工事完了予定日　平成11年8月20日

ω
〇
五
〇
↑

出　初　め　式

　江南消防団の出初め式が1月4日（日）に

町役場庁舎前で行われました。式終了後

には、大沼公園において三分団による一

斉放水や火災予防を呼びかける広報が行

われました。

　2・3月は空気が乾燥し、火災が発生

しやすい時期ですので、火の元にはくれ

ぐれも注意してください。

撫

（7）



△
β
参
メ
ら
憾
塚
健
捲
婦
メ
で
メ
す

健
康
づ
・
く
鯵
．
捗
辮
舞
灘
総

　
急
速
に
進
む
高
齢
化
や
生
活
習
慣
の

変
化
に
伴
い
、
心
臓
病
・
が
ん
・
高
脂

血
症
・
糖
尿
病
な
ど
の
生
活
習
慣
病
が

増
え
て
き
て
い
ま
す
が
、
そ
の
原
因
の

一
つ
に
食
生
活
が
深
く
か
か
わ
っ
て
い

る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

食
改
っ
．
て
な
に
？
・

　
み
な
さ
ん
、
食
生
活
改
善
推
進
員
（
食

．
改
）
を
ご
存
知
で
す
か
？

　
「
私
た
ち
の
健
康
は
私
た
ち
の
手
で
」

を
合
い
言
葉
に
、
自
分
・
家
族
・
地
域

の
食
生
活
改
善
を
め
ざ
し
て
、
活
動
し

て
い
る
の
が
食
改
の
皆
さ
ん
で
す
。

　
現
在
会
員
は
約
三
十
名
、
台
所
を
あ

ず
か
る
主
婦
が
中
心
で
す
。

　
正
し
い
食
生
活
を
普
及
し
て
い
く
た

め
に
、
健
康
づ
く
り
の
案
内
役
と
し
て

様
々
な
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

…
①
食
生
活
の
見
直
し
と
し
て
、
米
．
牛

　
乳
・
乳
製
品
を
使
っ
た
調
理
講
習

②
正
し
い
食
習
慣
を
伝
え
る
た
め
の
親

　
子
料
理
教
室

　
※
九
年
度
は
、
夏
休
み
中
に
小
学
四

　
年
生
の
親
子
十
六
組
が
参
加
し
、
楽

　
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。

③
健
康
ま
つ
り
へ
の
参
加

　
※
九
年
度
は
、
試
飲
コ
ー
ナ
ー
で
来

　
場
者
に
、
健
康
茶
（
よ
も
ぎ
・
は
と

　
む
ぎ
・
ど
く
だ
み
・
ハ
ー
ブ
）
を
飲

　
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
そ
の
他
、
会
員
相
互
の
親
睦
を
深
め

る
た
め
に
、
年
一
回
視
察
研
修
も
実
施

し
て
い
ま
す
。

　
毎
回
の
調
理
講
習
は
、
和
気
あ
い
あ

い
、
笑
い
声
が
絶
え
ま
せ
ん
、
楽
し
さ

と
同
時
に
献
立
の
レ
パ
ー
ト
リ
ー
も
増

え
、
か
つ
自
分
自
身
や
家
族
の
健
康
に

役
立
つ
と
好
評
で
す
。

　
ま
た
、
な
か
に
は
こ
の
講
習
会
で
習

っ
た
料
理
を
、
隣
近
所
の
方
に
お
す
そ

わ
け
し
た
り
、
作
り
方
を
教
え
る
会
員

も
増
え
て
き
て
お
り
、
徐
々
に
地
域
へ

と
活
動
の
輪
が
広
が
っ
て
き
て
い
ま
す
。

●

覇

　
健
康
で
美
し
い
人
生
を
送
る
た
め
に
、

会
員
と
し
て
自
ら
の
手
で
食
生
活
の
改

善を

め
ざ
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

一
翌
・

雲

　
十
二
月
七
日
、
江
南
町
バ
ド
ミ
ン
ト

ン
大
会
が
町
民
体
育
館
で
行
わ
れ
ま
し

た
。

当
日
は
、
町
外
か
ら
も
多
く
の
参
加

が
あ
り
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

結
果
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
。

▽
一
般
男
子
A
の
部

優
勝
野
口
・
井
上
（
東
松
山
市
）

準
優
勝
　
横
滝
・
桜
井
（
江
南
町
）

第
三
位
板
倉
・
星
野
（
妻
沼
町
）

▽
一
般
男
子
B
の
部

優
勝
高
橋
・
佐
藤
（
吹
上
町
）

　
準
優
勝
矢
島
・
三
井
倉
（
大
里
村
）

第
三
位
柴
崎
・
清
水
（
妻
沼
町
）

▽
一
般
女
子
A
の
部

優
勝
板
倉
・
石
井
（
深
谷
市
）

準
優
勝
田
村
・
鈴
木
（
東
松
山
市
）

第
三
位
朱
谷
・
吉
岡
（
小
川
町
）

▽
一
般
女
子
B
の
部

優
勝
近
藤
・
坪
野
（
東
松
山
市
）

　
準
優
勝
水
村
・
新
井
（
深
谷
市
）

　
第
三
位
　
坂
本
・
三
友
（
寄
居
町
）

　
第
四
位
　
関
口
・
富
岡
（
江
南
町
）

▽
一
般
女
子
C
の
部

優
勝
坂
野
・
牧
野
（
深
谷
市
）

　
準
優
勝
中
島
・
小
林
（
川
本
町
）

　
第
三
位
　
飛
田
・
小
和
瀬

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
川
本
町
）

ち

　
十
二
月
十
四
日
、
第
一
回
江
南
町
ソ

フ
ト
バ
レ
ー
大
会
が
町
民
体
育
館
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　
七
チ
ー
ム
が
参
加
し
、
リ
ー
グ
戦
で

行
わ
れ
た
大
会
は
、
熱
戦
の
末
優
勝
が

ひ
ま
わ
り
チ
ー
ム
、
準
優
勝
が
キ
ン
キ

キ
ッ
ズ
チ
ー
ム
と
な
り
ま
し
た
。

　
結
果
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
。

優
勝

準
優
勝

第
三
位

第
四
位

第
五
位

第
六
位

第
七
位

※
勝
率
が
同
じ
場
合
は
、

よ
り
順
位
を
決
定

ひ
ま
わ
り
チ
ー
ム
　
五
勝
一
敗

キ
ン
キ
キ
ッ
ズ
チ
去
　
四
勝
二
敗

成
沢
チ
ー
ム
　
　
三
勝
三
敗

上
新
田
チ
ー
ム
　
三
勝
三
敗

R
U
N
チ
ー
ム
　
三
勝
三
敗

マ
イ
テ
ィ
ー
ズ
チ
ー
ム
　
ニ
勝
四
敗

野
原
チ
ー
ム
　
　
一
勝
五
敗

　
　
　
　
　
　
得
失
点
率
に

　
教
育
委
員
会
の
主
催
に
よ
る
柔
道
教

室
を
つ
ぎ
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
の
で

こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

期

日
　
平
成
十
年
二
月
十
六
日
㈲
・

　
　
十
八
日
㈱
・
二
十
一
日
㈹
・

　
　
二
士
二
日
㈲
・
二
十
五
日
㈱

（8）



確
－

　　　　　　　　おはなし会のお知らせ

　O日程2月14日（土）
　○場所おはなしコーナー
　○時　間　午後2時30分～午後3時
　o対　象　小学3年生以下
　o内　容　紙芝居　絵本

○たのしいおはなしがいっぱいです。

　お友だちをさそってみんなで来てください。

03月8日（日）は電気点検のため、休館します。

　
土
7
1
4
2
1
⑳

一
金
6
1
3
2
0
2
7

ダン
木
5
⑫
1
9
2
6

レ
水
4
n
1
8
2
5

カの
火
3
1
0
⑰
2
4

月2
月
②
⑨
⑯
⑳

　
日
1
8
5
2

　
　
　
　
1
2

○開館時間

午前9時～午後5時
○印はf木食官日

　
駿
郎
子
社
介
か
清
洋
二
子

剖
三
瀦
悠
げ
文
俊
文

　
　
　
　
研
　
ら

借
崎
竹
谷
習
島
で
田
川
田
下

　
　
　
　
　
　
の

　
宮
大
松
学
手
お
黒
石
廉
竹

　　　　　　　　　i　　〈児童書〉
　（著　者）　　　　i　　　（書　名）
フランチェスコ・アルベロー二　：　もののけ姫（上・下）

日本放送出版協会　　i　動物の人のたんじょう

福原洋子　 i公害をしらせにきたかっぱ
PHP研究所　　　i学級イ琴ントのアイデア100（1～4）

村上　龍　 iかぎばあさんの魔法クラブ
山　田　邦　子　　　i　あかリンゴとあおリンゴのしあわせ

さくら　ももこ　　　i　エンピッ1本事件を追え

般越亮二　 1シャッターチャンスはいちどだけ

竹村健一　 iどこでも行くぞ車イス

遠藤周作　 一ペンギンじるしれいぞうこ
　※このほかにもたくさんあります

　〈一般書〉

　　（書名）
他人をほめる人、けなす人
きものを楽しむ

和食でアトピーに勝つ
痴呆予防と介護
インザ・ミソスープ
好き・嫌い

ももこの世界あっちこっちめぐり

庭木、花木の手入れのしかた

マルチメディア、ビックバン
無鹿

　　　　　　　　　　節分とは立春、立夏、立秋、立冬の前日をいい、もとは年4回 ．ン，属

　　　　　　　　　ありました。季節の移り変わる時という意味。立春は旧暦で1月
　　　　　　　　　　7日前後になって正月と重なり、新しい年の初めの大事な行事と
　　　　　　　　　されていましたが、次第に節分といえば立春の前日（現行暦では
　　　　　　　　　　2月3日、または4日）をいうようになりました。
昔は新しい春には、神が訪れて祝福を与えてくれるという信仰があり、神をむかえる

ためには、おはらいをしなければならず、豆まき、鬼打ち、やいかがしなどをして邪気
をはらったのです。

　※やいかがし（焼い嗅がし）は、豆まきの豆を妙る時、炉の火に臭いの強い物をくべて臭くして唱えごとをいったりし

　　ます。続いて虫の口焼きといい、イワシの頭をあぷって害虫の名を唱え、害虫たちの1年間の活動を封ずるおまじな
　　いです。

、6
干
八
日

（土）

二

月

百
（月）

繍場時
者費所間

申
込
み

問
合
せ

四
日
㈱
・
七
日
㈹

　
　
　
　
　
以
上
九
日
間

午後六

時
三
十
分
～

江
南
町
柔
道
場

無
料

幼
稚
園
児
（
年
長
）
・
小
学
生

そ
の
他
希
望
者

二
月
十
二
日
㈹
ま
で
に
教
育

委
員
会
へ
お
申
込
み
く
だ
さ

い
。

教
育
委
員
会
社
会
体
育
係

費
三
六
ー
一
五
二
＝
内
㎜
）

　
江
南
町
ゴ
ル
フ
協
会
主
催
に
よ
る
ゴ

ル
フ
教
室
が
、
十
月
二
十
七
日
か
ら
十

二
月
一
日
ま
で
の
六
日
間
、
江
南
ゴ
ル

フ
練
習
場
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
十
五
名
が
参
加
し
て
行
わ
れ
た
教
室

は
、
江
南
ゴ
ル
フ
練
習
場
薄
井
秀
也
プ

ロ
の
熱
心
な
指
導
に
よ
り
充
実
し
た
教

室
と
な
り
ま
し
た
。

サ
ツ
カ

　
平
成
九
年
十
一
月
十
六
日
・
二
十
三

日
・
二
十
四
日
の
三
日
間
、
第
二
十
六

回
埼
玉
県
サ
ッ
カ
ー
少
年
団
大
会
中
央

大
会
が
、
大
宮
サ
ッ
カ
ー
場
他
五
会
場

で
開
催
さ
れ
、
江
南
南
サ
ッ
カ
ー
少
年

団
が
出
場
し
、
準
決
勝
で
蕨
塚
越
、
決

勝
で
川
口
戸
塚
を
破
り
優
勝
し
ま
し
た
。

結
果

　
準
決
勝

　
江
南
南

決
勝

　
江
南
南

4
1
1
蕨
塚
越

1
1
0
　
川
口
戸
塚

　
今
回
で
十
五
回
目
と
な
る
町
民
ジ
ョ

ギ
ン
グ
大
会
を
、
つ
ぎ
の
と
お
り
開
催

い
た
し
ま
す
の
で
、
ご
家
族
・
ご
近
所

揃
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

種場期

目所日
受
付

平
成
十
年
三
月
一
日
（
日
）

北
小
学
校
前
田
園
コ
ー
ス

3
㎞
の
部

（
小
中
学
生
二
般
男
女
）

5
㎞
の
部

（
中
学
生
以
上
・
一
般
男
女
）

江
南
町
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

で
午
前
九
時
三
十
分
か
ら
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，｝墨漏等翼ク、ツ’』ノ

　　　2月2日（月）～13日働までに

　　　教育委員会へ申し込みして

　　　ください。

　詳細については教育委員会窓口に

ある募集要項をご覧ください。

問合せ　江南町教育委員会

　　　智36－1521内線237

場〃う図だ・へ

行政・心配ごと・人権相談

　日常生活での困りごとや行政に対

する不満などのあるかた‘よお気軽

にご相談ください。なお、今月は弁

護士が来庁の予定です。

日時2月24日（幻

　　　午前9時30分から正午まで
場　所　勤労福祉センター

江南町教育相談

　　　　教育上の諸間題について相談に応

ら　　　じています。秘密は守りますので安

　　　心してご利用ください。

　　　相談日　原則として毎週水曜日

　　　申込み　江南町教育委員会

　　　　　　盈36－1521内線237

　　　　纂鎌晒欝轍

ち

資料提供のお願い

　町教育委員会では、現在「江南町

史近現代編」の編集にあたり、明治

～昭和期の資料（主に御正・小原村

時代の文書、日誌、写真）を探して

おります。特に第二次世界大戦前後

の混乱した時代の資料がありました

ら、ぜひ教育委員会町史編さん係ま

でご一報ください。

連絡先　江南町教育委員会町史編さ

　　　ん係　智36－1521内線256

国民年金は70歳まで

任意加入できます

　国民年金の老齢基礎年金を受ける

には、次の期間を合わせて、最低で

も原則25年以上必要です。

1．保険料を納めた期間

2．免除を受けた期間

3．任意加入できたがしなかった期間

4．厚生年金保険や共済組合の期間

5．第3号被保険者で納付とみなされ

　る期間

　これまで65歳になるまで加入して

も25年に満たなかった人は、無年金

者になってしまいました。しかし、

このような無年金者を無くすため65

歳以上70歳未満の特例があります。

〈加入対象者〉

昭和30年4月1日以前に生まれた人
〈任意加入することができる期間〉

65歳以上70歳未満の期間で25年を満

たすまで

〈手続き〉

住民福祉課年金係へ

年金を受けている人が

亡くなった時……

　年金を受ける権利は、死亡により

消滅します。その場合には、遺族の

方が速やかに「年金受給権者死亡届」

を提出しなければなりません。もし、

届出が遅れ、年金をもらい過ぎた場

合には、遺族の方から年金を返して

もらうことになります。

〈提出期限及ぴ届出先〉

　14日以内に住民福祉課年金係

〈添付書類〉

　死亡した人の年金証書・死亡を証

明する書類等

町税の納税には

便利なロ座振替を

●口座振替による納付とは…

　公共料金などの自動振替とおなじ

ように、町税を金融機関の預・貯金

口座から自動的に振替納税する制度
です。

●ロ座振替にすると…

（1）あなたの指定した預・貯金口座か

　ら、自動的に税金が払い込まれま

　すので納め忘れがありません。

（2）納税のために、わざわざ役場や金

　融機関へ出かける必要がありませ

　ん。

（3）1度手続きをすると、翌年度から

　の分も自動的に口座振替となりま

　す。解約の手続きをしない限り、

　毎年継続されます。

●申し込み方法は…

　手続きの用紙は、役場、または金

融機関の窓口に用意してあります。

預金通帳、印かん、納税通知書を持

参して、お申し込みください。

問合せ　役場税務課　費36－1521

　　　内線234・254

こ
う
な
ん

　
　
併
句
会
⑱

着
ぶ
く
れ
て
ま
だ
夢
持
ち
て
い
た
り
け

り
　
　
　
　
　
　
　
井
上
道
子

着
ぶ
く
れ
て
い
て
も
匂
へ
る
貼
り
薬

　
　
　
　
　
　
　
　
　
新
井
加
津

着
ぶ
く
れ
の
宇
宙
遊
泳
大
成
功

　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
島
孫
一

着
ぶ
く
れ
て
人
も
鏡
も
避
け
る
日
々

　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
本
と
よ

着
ぶ
く
れ
て
ロ
の
重
た
く
な
り
に
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
宅
森
清
次

着
ぶ
く
れ
を
気
に
せ
ぬ
齢
と
な
り
に
け

り
　
　
　
　
　
　
　
　
岡
部
正
次

ひ
と
り
っ
子
祖
父
母
の
愛
に
着
ぶ
く
れ

て
　
　
　
　
　
　
　
　
国
田
　
育
子

着
ぶ
く
れ
の
後
姿
に
老
の
影

　
　
　
　
　
　
　
　
　
柴
益
次
郎

着
ぶ
く
れ
て
山
宿
し
き
る
女
将
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
笠
原
久
枝

着
ぶ
く
れ
し
ま
ま
で
早
出
の
夫
送
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
井
登
代
子

着
ぶ
く
れ
て
ま
す
ま
す
愛
ら
し
嬰
児
か

な
　
　
　
　
　
　
　
　
中
島
文
恵

着
ぶ
く
れ
て
足
の
重
た
き
螺
旋
階

　
　
　
　
　
　
　
　
　
橋
本
和
子

道
路
工
事
旗
振
る
人
夫
着
ぶ
く
れ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
市
川
マ
ツ
ヱ

着
ぶ
く
れ
の
友
の
歩
幅
に
舎
は
す
旅

　
　
　
　
　
　
　
　
　
関
口
　
　
進

蘭
5
噛
O
『
ヨ
①
一
圃
0
5

輯梅
ト
藍
マ
　
　
　

3
ー
衿
－

触、

ゲ
〆

－
、
ギ
琶

－
ー

侮
．

着
ぶ
く
れ
て
残
業
の
夫
待
ち
わ
び
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
笠
原
　
ひ
さ

着
ぶ
く
れ
の
母
の
手
仕
事
あ
て
ど
な
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
吉
野
日
出
美

着
ぶ
く
れ
し
夫
の
背
中
の
丸
ま
り
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
河
端
不
三
子

着
ぶ
く
れ
て
亡
き
母
想
い
米
を
研
ぐ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
古
谷
　
ま
つ

白
昼
の
大
地
ゆ
ら
し
め
大
根
引
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
沢
田
乃
芙
子

着
ぶ
く
れ
て
肩
触
れ
舎
い
し
顔
と
顔

　
　
　
　
　
　
　
　
小
鹿
原
そ
の
子

着
ぶ
く
れ
て
学
童
守
る
旗
を
振
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
新
井
政
男
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桐鞭ハツニノ

⊆
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眉
6
E
』
0
セ
盈

悲業霧駆
平和資料館映画会

「うしろの正面だあれ」

日時2月14日（土）
　　　午後2時～3時30分
「はだしのゲン」

日時3月14日（土）
　　　午後2時～3時30分
「はだしのゲンII」

日時3月28日（土）
　　　午後2時～3時30分
場　所　埼玉県平和資料館

　　　東松山市岩殿241－113
定　員　160人（先着順）

費　用　入館料のみ必要

　　　　（大人100円、大高生50円、

　　　中学生以下、65歳以上、障
　　　害のある人及び付き添いの

　　　人1名は無料）
問合せ　埼玉県平和資料館学芸担当

　　　智0493－35－4111

畜産体験教室

卵のあれこれ

　主婦等を対象にその鮮度、栄養、

おいしい食べ方、良い卵の見分け方

を知ってもらう。

　参加者に新鮮卵を持ち帰ってもら

い、1週間置きに取り出し調理する。

そのときの、鮮度や味について学習
してもらう。

日時2月13日働
　　　午後1時30分～4時
牛乳のあれこれ

　主婦を対象に種々ある牛乳（成分

無調整牛乳、低温殺菌牛乳、低脂肪

牛乳等）の違いを学び、さらに、加

工品のアイスクリームの製法を体験
学習する。

日時3月12日休）
　　　午後1時30分～4時
対象一一般
場所畜産センター
参加費無料
定　員　それぞれ30人（申込順）

持参品エプロン
申込み　参加を希望される人は、電

　　　話またはF　AXで、住所、
　　　氏名、年齢、電話番号を畜
　　　産センターへ報告してくだ

　　　さい。
問合せ　埼玉県畜産センター

　　　智36－0311　　FAX36－0315

簿暴嚇撫
彩の国

いきがい大学学生募集

応募　　県内在住の満60歳以上で通

　資格　学可能な人
申込　　2月2日（月）～2月20日働

　期間　　（当日消印有効）

募集　　住民福祉課で配布の募集案

　内容　内を参照してください。

★一年制課程（抽選）

申込　　募集案内に印刷してある所

　方法　定の往復はがきの入学申込

　　　書に①住所②氏名③電話番
　　　号④性別⑤生年月日⑥年齢

　　　⑦希望学園⑧過去3年間の
　　　申込状況を明記して、往信、

　　　復信共50円切手を貼り、（財）

　　　埼玉県高齢者生きがい振興

　　　財団（〒336－0011浦和市高

　　　砂3－13－3衛生会館内　岱
　　　048－831－2206）へ。

　　　記入もれがあった場合は、

　　　受付できないことがありま

　　　す。
★二年制課程（選考）

申込　　募集案内に印刷してある所

　方法　定の入学申込書に必要事項

　　　を記入し、小論文（600文
　　　字以内）を作成の上、80円

　　　切手を貼った宛先明記の返
　　　信用封筒を同封して、各学
　　　園（東松山学園〒355－0072

　　　東松山市石橋1587ao493
　　　－22－0295、伊奈学園〒362－

　　　0801伊奈町小針内宿1600
　　　県民総合活動センター内
　　　智048－728－2299）へ。

　平成10年度江南町
ボランテイア相談員募集6

　いじめ、登校拒否の間題の重要性
にかんがみ、学校長の指導のもと、

教員の相談活動を補完し、さわやか

相談員と連携して、地域において児

童生徒との相談・援助活動を行う「ボ

ランティア相談員」を中学校に配置
します。

　地域の児童生徒・保護者に信頼さ

れ、子供の「心の悩み」に対して親

身になって相談に応じることができ

る知識や経験を有する人を若干名募
集します。

申込み　所定の応募書類を揃えて、

お
く
や
み
申
し
上
げ
ま
す

十
二
月
中
届
出
　
年
齢
　
　
（
敬
称
略
）

　
島
田
ゆ
き
8
3
歳
押
切

　
加
藤
治
夫
5

1
歳
樋
春

　
後
藤
守
5
0
歳
樋
春

　
林
茂
三
郎
8

4
歳
樋
春

　
花
木
　
鶴
吉
　
8
8
歳
　
　
御
正
新
田

　
　
　
　
し
お
り

　
辻
本
　
　
栞

野
　
　
原

　
　
　
　
ゆ
い

　
中
野
　
　
唯

小
江
川

　
寺
島
ひ
と
み

千
　
　
代

　
　
　
　
り
　
　
さ

　
安
彦
　
里
咲

　
　
　
　
な
　
　
な

　
畑
山
奈
々

パ
ー
ク
シ
テ
ィ

　
　
　
り
ょ
う
す
け

　
佐
藤
良
亮

樋

春

男　女女　女　女　女　男男
子子子子子子子子

（
伸
）

（
光
晴
）

（
行
夫
）

（
佳
則
）

（
智
）

（
誠
）

　
　
お
誕
生
お
め
で
と
う

十
二
月
中
届
出
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
）
保
護
者

押
　
　
切

　
　
　
か
　
　
す
　
　
ま

　
滝
沢
賀
寿
真
　
男
子
　
　
（
賀
寿
久
）

　
　
　
　
　
つ
か
さ

　
伊
藤
　
宰
男
子
　
（
幸
樹
）

戸
籍
だ
よ
り

12，760

12，740一

12，720一

人／戸

3，830一

3，820一

3，810

10月　11月　12月　1月

加
男
女
騰

1月1日現在

12，719人

6，248人

6，471人

3，819世帯

一21人

一9人
一12人

一5世帯

救急出動状況 12　月 累　計

交　　　　　　　通 4件 75件

一　般　負　傷 2件 21件

急　　　　　　病 14件 175件
そ　　　の　　　他 6件 50件

合　　　　　　計 26件 321件
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811登場希望の人（対象は生後6ヵ月以上1歳未満）は役場総務課岱36－1521へ連絡してくださいすこやかさん

　　　　　　あや
関根　　彩ちゃん㊧
　平成9年3月11日生

両親｛葦撒御正新田

　私の大好物はイチゴです。

お口のまわりを赤くして「ム

シャムシャゴックン」。

　いつも明るい元気な彩で

す。みんなから愛される子

になってネ！

　　　　あや　　か
島海彩佳ちゃん＠
　平成9年3月8日生

両親｛奏職板井

　パパが一番好きな彩佳ち

ゃん。

　我が家の宝物。

　健康でやさしい子に育っ

てくださいネ。

　　　　なお　　や
野本直弥ちゃん㊥
　平成9年7月15日生

両親｛真誠謙畑，1

　離乳食が始まり、食べる

ことの楽しさを1つ知りま

した。たくさん食べて、元

気で素直な男の子に育って

欲しいです。

　　　　りゅう　　　た

反町竜太ちゃん㊥
　平成9年4月2日生
両親｛七勲重獣中央

　パパと一諸にお風呂に入

るのが好きな我が家の長男

です。お姉ちゃんにいつも

泣かされているけど、健康

で元気な子に育ってほしい

と思います。ら
》㌔〉税＼践、轟．’・“＼憶、㌔ムv、’賦＼埴～㍉5＼v、v、、＼氏＼八＼鼠＼残＼へ灘N一、

尊
、

写
塑

y痛鱈
紗

ず
蕉〉
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ぐ

ぐ

阜
ぐ
！
熔
！
薄
評
ぐ
博
燈

我
が
家
の
生
産
物
を

　
へ使

っ
た
自
慢
料
理

切
り
干
し
大
根
と

ひ
じ
き
の
い
た
め
煮

細
井
和
子
さ
ん
（
板
井
）

▼
材
　
料

　
切
り
干
し
大
根
：

　
ひ
じ
き
（
乾
）
・

　
ご
ま
う
：
：
：

　
人
参
…
：
…
q

　
推
茸
…
…
9

　
ピ
ー
マ
ン
…
…

　
サ
ラ
ダ
油
…
・

　
だ
し
汁
：
…
…

：
・
：
山
ハ
q
）
9

…
：
三
〇
g

…
：
小
一
本

…
…
：
％
本

：
一
二
～
四
枚

：
…
…
二
個

：
大
さ
じ
．
一

－
カ
ッ
プ
ニ

　
　
　
　
へ
購
蓑
嫉
麓
菰

調
昧
料
②
み
り
ん
…
…
杢
茎

　
　
　
　
顧
：
…
…
…
●
少
々

　
酢
…
…
：
…
…
…
：
・
…
…
：
：
…
適
量

▼
作
り
方

①
切
り
干
し
大
根
は
、
水
で
良
く
も
み

　
洗
い
し
、
堅
め
に
茄
で
て
お
き
ま
す
。

②
ひ
じ
き
を
戻
し
、
食
べ
や
す
い
大
き

　
さ
に
切
っ
て
お
き
ま
す
。

③
ご
ぽ
う
は
、
細
か
い
さ
さ
が
き
に
し
、

　
酢
水
に
つ
け
て
あ
く
を
取
り
、
下
茄

　
で
し
ま
す
。
人
参
も
細
か
い
さ
さ
が

　
き
に
し
ま
す
。

④
ピ
ー
マ
ン
・
推
茸
は
細
切
に
し
ま
す
。

⑤
鍋
で
サ
ラ
ダ
油
を
熱
し
、
①
②
③
と

　
④
の
推
茸
を
加
え
て
い
た
め
ま
す
。

⑥
⑤
に
だ
し
汁
と
調
昧
料
＠
を
加
え
、

　
汁
気
が
な
く
な
る
ま
で
煮
ま
す
。

⑦
⑥
に
ピ
ー
マ
ン
を
加
え
、
好
み
に
よ

　
り
ゴ
マ
油
を
入
れ
ま
す
。

　
　
　
ゑ
ど
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か

家
々
に
主
あ
り
朝
雪
を
掻
く

　
　
　
　
　
　
　
　
竹
内
俊
吉

　
　
（
ハ
ン
デ
ィ
版
入
門
歳
時
記
）

　
雪
の
朝
ど
の
家
で
も
早
起
き
し
て

雪
を
か
い
て
い
る
さ
ま
を
詠
ん
だ
旬
で

す
。
雪
国
の
冬
の
普
通
の
嵐
景
で
す
が
、

こ
れ
か
ら
の
世
の
中
、
高
齢
世
帯
が
多

く
な
り
ま
す
の
で
、
雪
か
き
や
屋
根
の

雪
下
ろ
し
は
一
層
大
変
に
な
る
の
で
は

な
い
か
と
、
ふ
と
気
に
な
り
ま
す
。

　
日
本
は
南
北
に
細
長
い
国
で
す
の
で
、

雪
が
あ
ま
り
降
ら
な
い
地
方
で
は
、
雪

か
き
な
ど
や
っ
た
こ
と
も
見
た
こ
と
も

な
い
と
い
う
方
も
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

｝
方
、
い
わ
ゆ
る
雪
国
の
豪
雪
地
帯
で

は
、
雪
か
き
は
冬
の
生
活
に
大
き
な
ウ

エ
ー
ト
を
占
め
て
い
ま
す
。

　
車
道
は
除
雪
車
が
除
雪
し
て
く
れ
ま

す
が
、
そ
の
車
道
ま
で
出
る
部
分
は
そ

れ
ぞ
れ
の
家
で
除
雪
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
除
雪
し
き
れ
な
く
て
、
踏
み

固
め
て
道
を
作
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

※
主
要
道
路
及
び
通
学
路
を
主
体
に
、

ド
ヨ
ダ町

に
お
い
て
も
除
雪
作
業
を
行
っ
て
お

り
ま
す
が
、
住
民
の
皆
さ
ん
が
、
せ
っ

か
く
道
路
ま
で
除
雪
し
て
も
、
こ
の
道

路
除
雪
の
た
め
、
出
入
口
等
が
ふ
さ
が

れ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
公
共
道
路
（
主
要
道
路
）
を
早
期
に
除

雪
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
ル
上
げ
ま
す
。
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